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   Twenty cases of gonorrhoeal urethritis were orally treated with pipemidic acid (PPA). 
The results are as follows. 
   The clinical effect of PPA was excellent in 9 cases and good in 6 cases, the efficacy rate 
being  75%. The usefulness of PPA was satisfactory in 12 cases (60%). No side effects were 
observed. 
   The minimal inhibitory concentrations against 14 isolated Neisseria gonorrhoeal str ins ranged 
from 0.78 to 3.13  perni with a median value of 1.56  deg/ml. A /3-lactamase-producing  strain
was observed among the 14 strains and the case infected by this strain was uccessfully treated 
with PPA. 
   These results indicate that PPA is a useful drug for the treatment ofgonorrhoeal urethritis. 






















Table1.淋菌 性 尿 道 炎 の 一覧 表
年 潜伏期閤 直前 のNo.症 例 齢(日)化 学療 法
PPAの投与用法 ・用量































































































































































床 効果 や 副作 用 な どを 考 慮 し,非 常に 満 足,満 足,ま
ず まず,不 満,非 常 に 不 満 の5段 階に て評 価 した.
1)PPAの 臨床 効 果 な ら びに 有 用 性 に つ い て
(Table1)
Table1に示 す ご と く,臨 床 効果 上,著 効,有 効
は お の お の9例,6例 を数 え,有 効 以 上 の成 績 す な わ
ち有 効 率 は20例中15例(75%)で あ った.
有 用 性 に つ い て み て も,満 足 以 上 と答 え た もの は20
例 中12例(60%)で,ま ず ま ずを 含 め る と20例中15例
(75%)であ った.
2)淋 菌 のMICに つ い て(Table2)
分離 培養 で きた14株に つ い て生 物 学 的 特 徴 を 調 べ た
結 果 はTable2に 示 す ご と くで,こ のう ち β一lacta-
masctestで陽 性を 示 した もの は1株 あ った.14株 全
体 の 平 均MICは,PPAに 対 して は0.78～3.13μg
/m1(モー ド値1.56μ9/m1)ABPCに対 して は0.025




投 与 全 例にPPAに よる 副 作用 を 認 め なか った.
考 察
PPAは ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 誘 導 体 の ひ とつ で,E・
coli,PreteUS,KlebsiellaやPseudemonasなど の グ ラ















































































































































オキ シダー ゼ試験 〔チ トクローム ・オキ シダーゼ試 験用ろ紙(ニ ッスイ)〕
血清 学的試験 〔ファデバ ク トゴノコ ッカステ ス ト(塩野義)〕
β一ラクタマーゼ試験 〔セフ ィナー ゼ(BBL)〕
寒 天希釈法 〔GC寒天基礎 培地(Difoo)十5%羊脱線組血液(臼本バ イオテス ト)、ロー ソク培養〕
Table.3.諸施設におけるPPAの 淋菌に対する臨床成績とMIC
臨 床MIC(μ9/m2)
症例数 効 果 中央値 範 囲(n) 文 献



















(n):MICを 測 定 され た 数
が1),淋菌に対する臨床効果の報告はほとんどない.
そこで私達は淋菌性 尿道炎に対す るPPAの 臨床効
果ならびにMICを 測定 し,若干の成績を得たので












シ リン耐 生 菌 の 出 現 とほ か の細 菌 と の混 合 感 染 さ らに
非 淋 菌 性 尿 道 炎 な どが 注 目され て い る,と くに 前 者す
な わ ちペ ニ シ リン耐性 菌 の 出現 は 治 療 上 難 治 性 か つ遷
延 性 な どの 症 状 を示 し問題 とな る こ とが 多 い.こ の 出
現 頻 度 に つ い て み る と,占 部 ら2・4)は206株中30株(14
%)に 認 め た と報告 して お り,今 後 増 加 し てい く傾 向
に あ る と思 わ れ る.現 在,こ れ らペ ニ シ リン耐 生 淋 菌
に 対 す る治 療 薬 と して はSpectinomycinやCefota-
xime,Cefuroxime,Cefoxitinなどの セ フ ァ ロス ポ
リ ン または セ フ ァマ イ シ ン系 抗 生 剤 が 使 用 され,そ の
有用 性 が 報 告 され て い る5～7).私達 の経 験 した ペ ニ シ
リン耐 生 淋菌 症 例No.10に つ い てみ る と,PPAの
Mlcは1・56μ9/mlとほ か の 抗生 剤(ABPc,sPcM ,
CEX)に 比 べ て 低 く,実 際 臨 床 的 に も有 効 との成 績












淋菌 性 尿道 炎 症 例20例 に つ い てPipemidicacid
(PPA)を投与 し,そ の臨 床 効 果 に つ い て検 討 した 。
1)PPAの 臨床 効 果 な らび に 有 用 性に つ い てみ る
と,著 効9例,有 効6例 で,有 効 率 は20例中15例(75
%)で あ った.
2)分 離 培 養 しえ た14株に つ い てMICを 測 定 し
た 結果,1.56μ9/ml(0.78～3.13Pt91ml)であ った.
な お,14株中1株 に β一1actamase産生 株 を認 め た が,
これ に対 す るPPAの 臨 床 効 果 は有 効 で あ った.
3)以 上 よ り,PPAは 淋 菌 性尿 道 炎 に 対 す る有用
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